
    

       





    

       



 

 



 



 



    

       



 



 



 



 



 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

個別テーマ 畜種 主な回答

酪 農
・現在、20頭規模（成牛）。後継者はおらず、規模拡大は考えていない。
・1頭1頭の牛の能力向上（乳量の増加）に力を入れていきたい。
・新規就農、増頭には支援策も手厚いが、経営維持への支援策が薄い。

肉 用牛

・子どもが小さいので将来のことは分からない。
・現在、90頭を飼育。150～200頭規模まで拡大したい。
・増頭実現には、粗飼料の確保、堆肥の処理がネックになる。
・仲間づくり、支え合い、情報共有が大切。これで成⾧出来た。
・仲間がいると刺激と張り合いを感じることができる。
・耕畜連携を持続するには、地域の耕種農家との協力体制が不可欠。

肉 用牛

・フロンティア研修終了後、酪農主体から繁殖主体に切り替えた。
・牛舎整備（50頭規模）を機に、現在の100頭規模を達成。
・粗飼料の確保、堆肥処理を考えるとこれ以上の増頭は難しい。
・これからも１年１産を基本に牛の能力と単収の向上を心がけたい。

肉 用牛

・牛舎整備（50頭）を機に80頭まで増頭する計画。
・現在、70頭を飼育。作業能率の低い既存老朽牛舎の改築を検討。
・労力縮減、粗飼料の面で、公共放牧場の存在はありがたい。
・増頭したいが、土地が無く困っている。粗飼料の確保も同様。
・地域内で50～60戸とWCSの供給契約をしているが品質低下が著しく、
 行政からの後押し（耕種農家への作付管理の指導）をお願いしたい。

肉 用牛

・現在、60頭規模。両親と20ha以上の水稲経営を手がけている。
・増頭は、労力的に無理。血統の古い親牛が多く更新が喫緊の課題。
・今の夢プラン事業は、20～50頭規模の農家が重点的に採択されており、
 それ以下それ以上の農家には厳しいので要件の緩和をお願いする。
・家畜運搬車の更新を考えており、支援策があれば助かる。

肉 用牛
酪 農

・乳用牛34頭、肉用牛35頭を飼育している。10年前に酪農専業で、就農
 したが、時間的なゆとりが無く、徐々に肉用牛主体に切り替えている。
・当面の目標は、肉用牛を60頭まで増やしたい。
・粗飼料が不足しているため、ＷＣＳで賄っている状態。
・結婚を機にヘルパーを雇うなどして、休みをとりながら頑張りたい。

肉 用牛

・現在、50頭を飼育している。クラスター事業により、現在牛舎を整備中。
・100頭規模まで増頭したい。粗飼料は、55haの転作田をフル活用。
・堆肥処理は、共同利用堆肥舎により、仲間と共に処理している。
・増頭＝堆肥の供給先を確保しなければならないのが難点。
・地域環境対策（臭気等）も、しっかりとやっていきたい。

肉 用牛

・一昨年、勤務していた会社を辞めて就農。現在の飼育頭数は20頭。
・堆肥処理については、春と秋で全て処理出来ている。
・増頭も考えており、その際は堆肥の供給先を見つけないといけない。
・地元の地域全体で、頭数を増やしていけるよう頑張りたい。

肉 用牛

・現在、35頭を飼育している。この規模だと人を雇うのにも中途半端。
・両親と、稲作、野菜の生産にも励んでおり、ほとんど休みがない。
・当面は、今の飼育規模で頑張るが、将来的に繁殖、肥育の一貫経営にも
 取り組みたい。

養 豚
・畜産クラスター事業を活用し、現在の３５０頭規模まで増頭した。
・地元産飼料用米を活用したいが保管の面で、ＪＡとの連携が必要。
・ブランド化については、消費者状況を見ながら検討。

粗飼料の確保について 酪 農
雄物川の河川敷で採草。ただ、肥料散布などの管理をしていないので、品質面でバラツ
キがあり、収量も一定でない。また、水害（洪水）のリスクもある。築堤の草も同様。

今後の経営の方向性と
目 標 と 課 題 に つ い て



 

個別テーマ 畜種 主な回答

肉 用牛
草地は、ほとんど河川敷。築堤の除草作業で排出される草を有効活用してはどうか。国
に対して市で斡旋するとか。

肉 用牛
繁殖の場合、肥育と違い、配合飼料でなくても、粗飼料さえあれば対応できる。転作田
10haで牧草を収穫しているが、圃場規格が不揃いの中山間地域だと、機械作業の面で
難儀。

肉 用牛
酪 農

牧草が足りない。足りないときは飼料会社から購入して工面している。ＷＣＳの利用に
ついては、牛の調子次第で活用している。

肉 用牛

牧草は転作田をメイン。ある程度の機械が入れればこだわらない。飼料が少ないので場
所を厳選している余裕はないが、可能であれば牧草の団地化形成が望ましい。最近、周
辺で圃場整備がスタートした。法人で行う大豆、野菜の畑作の面積の拡大により、牧草
作付の障害にならないか不安。

肉 用牛
河川敷の有効活用により牧草は、使いきれないくらい豊富。ＷＣＳも十分にある。地域
内で上手く循環していけるようなシステムがあればと思う。

堆肥の処理・供給ついて 肉 用牛

仲間と整備した共同利用堆肥舎が出来てから、堆肥の管理に困らなくなった。懸念して
いた、臭気問題も何とか理解していただいている。堆肥の供給先については、近隣の大
豆を営む耕種農家などに還元し、収量も増加していると聞いている。近隣住民から理解
を得られるような常日頃からの環境整備が重要。

酪 農

従業員はいないが、パートはいる。あれもこれもといった、フルタイム勤務だと、誰も
やってくれない。きつい仕事は誰もやりたくない。１～２時間程度の簡単な機械仕事な
どであればやってくれる人は見つかる。構えて、来てくれと言わないこと。ちょっとし
た小遣い稼ぎ、お手伝いといった感覚で入口を拡げていくことが大切。

肉 用牛

昨年度、法人化した。従業員が３名いる。（交代制で休暇を取得）雇用時間の調整、休
日制の導入が必須となった。ハローワークにも求人募集したものの誰も来てくれない。
結局、人づてに頼みこんで確保した。自分だけが犠牲になる畜産経営ではなく、従業員
とよく話し合いをすることが重要。地域ぐるみでのヘルパー制度は、未だに確立できて
いないので頼れない。親に頼むときもある。労力の確保には、日頃の仲間づくりを糧に
広げていくことが大切。

養 豚

従業員はたくさんいる。人づてにお願いし、1,000頭規模の経営でも対応できるだけの
人員（10名）を確保している。ハローワークの求人募集だと誰も来ないし、仮に来て
も意に沿う人が来ない。（すぐに離職したりする）
以前、インターシップで来た高校生1名を来春から採用する見込み。人を雇用するに
は、経営者としての会社意識が必要。現に、今春、私が入院したときも、従業員がカ
バーしてくれたので助かった。家族労働だけではやっていけない。困ったときに支えて
いく仲間が絶対に必要。

肉 用牛
車両関係の支援策をお願いしたい。トラクター同様に汎用品のため、補助対象外と言わ
れる家畜運搬車、堆肥運搬用の２ｔダンプなどへの支援があれば助かる。
国、県で出来ない部分を、市でカバーしてもらいたい。

肉 用牛
草地で使う機械が古くなり作業時に故障し困っています。また、ホイルローダーや堆肥
運搬用ダンプなど、小回りの利く支援制度があれば助かります。

酪 農
畜舎が、だいぶ古くなっており畜舎の改修が必要。規模拡大は難しく国、県の事業には
乗れないので、市で畜舎のリフォーム支援制度のようなものがあれば助かる。

肉 用牛
以前、飼料収穫機械の要望をしたが、個人は対象外で共同利用組合や法人の要件が必ず
付く。国の畜産クラスター事業もあるが、もう少し間口を広げた支援体系の整備をお願
いしたい。（個人レベルへの支援）

市 に 期 待 す る 支 援 策

粗飼料の確保について

労働力の確保について



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    

       



 



 



 

 



 

 



 

 

 



 



 

 



 

 



 

 



 



 


